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盛夏の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて、この度 地域連携室便り No.39 8月 を刊行いたしました。気軽に読んでいただけるようにと

考えておりますが、皆様方からのご意見をいただければ幸いです。聞きたいこと・知りたいこと等、ぜひ

お知らせください。この機会にぜひメール登録をよろしくお願いいたします。

今回の内容

日頃から患者さんの逆紹介にご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

今年度4月より当院ではかかりつけ医紹介カウンターが運用開始となり、現時点で50名程度の患者

さんにご利用いただいております。かかりつけ医紹介カウンターではかかりつけ医をお持ちでない

患者さんに対して医療機関の情報提供を行い、患者さんやご家族と共にかかりつけ医を決定しており

ます。患者さんが希望する医療機関へご連絡させていただき、患者さんの情報提供と共に、ご依頼が

あれば事前に診療情報提供書のFAX送付も行っております。また診療情報提供書は、地域医療機関へ

郵送または患者さんに持参していただいております。

地域完結型医療推進のため、今後も引き続きご支援賜りますようよろしくお願い申し上げます。

愛媛県立中央病院
地域医療連携室

看護部 看護長 冨増 真知子
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消化器病センター長 大谷 広美

新センター長ご挨拶

<リンク先>愛媛県立中央病院 地域連携室便り 2020年8月号

この度、消化器病センター長を拝命した 大谷広美

（おおたにひろみ）と申します。第1回東京オリンピックが

開催された、昭和39年徳島県生まれです。富岡西高校を

経て平成元年に愛媛大学を卒業し、愛媛大学医学部

外科学第一講座に入局しました 。大学で1年間研修後、

平成2年に2年目研修医として当院に第1回目の赴任をして

おります。このころ“ご指導”していただいた同僚の看護師

さんが歴代の看護部長を務めているという時代背景です。

学生時代より肝胆膵外科に興味があり、平成3年より3年間、国立がんセンター中央病院

（築地）で肝胆膵外科レジデントとして修業し、平成6年より千葉西総合病院でさらに3年間

研鑽を積み重ね、肝胆膵外科のみならず広く消化器外科、救急医療にも従事しました。平成

9年より大学院生として帰学し、医学博士取得後も愛媛大学附属病院勤務を継続した後、平成

18年より当院に赴任しております。平成22年度上半期は南宇和病院の支援、平成24年から

2年間今治病院勤務の後、平成26年より消化器外科主任部長として中央病院に勤務し、消化器

外科の現場責任者としての責務を果たしました。同時にクリニカルパス委員長として、求め

られる委員会の改修に着手し、現在は手術センター長として、コロナ対策をはじめとして、手術室に

関連する諸問題の意見調整役を果たすべく努力しています。また、消化器病センター長拝命と

同時にQM室長にも任命され、来るべき病院機能評価の準備を進めているところです。

以前、この地域連携室便りの中で 『内科医と外科医の境界線』 という記事を書かせていただ

きました。昭和の消化器内科医と昭和の消化器外科医はカーテンでブラインドにしていても、

影絵で容易に区別がつくほど明らかに仕事内容は異なっていましたが、もともと開腹手術と

比べて圧倒的に低侵襲な内視鏡にESD等近代兵器で攻撃力を増した内科医と、もともと攻撃力は

十分であった開腹手術に腹腔鏡が導入され、数か所の穴をあけるだけで手術が可能となった

外科医が、日々努力して医療の理想を求めていくと、ほぼ同じデバイスに行きつき、デバイスを

口から挿入するのが内科医で、腹壁から直接挿入するのが外科医というぐらいの差しかなく

なっているのではとの内容です。その後Da Vinci SPという単孔式のロボット支援手術機器が

発売され、まさに2チャンネルスコープの進化系と呼ぶにふさわしい形の機器となっており、

近い将来本当に境界線はなくなるのではないかと思わせられる状況です。

https://www.eph.pref.ehime.jp/epch/medical/asset/letter_2020_03.pdf
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卒後3年目から国立がんセンター中央病院に研修に行ったのは、“東京に住んでいる人は

たすかるのに愛媛に住んでいる人はたすからないということがあってはならない”という

信念のもとでした。低侵襲手術についても地域格差があってはならず、2009年、単孔式腹腔鏡

手術を愛媛県で初めて導入しました。今年に入り四国初（おそらく）のロボット支援膵頭十二

指腸切除術を導入し、信念は現在も進行形です。またこの年齢になり、現在は後進の教育にも

熱が入ってきました。

最近専ら働き方改革への対応が話題となり、我々世代の昭和の根性論はもはや通じない状況

です。消化器内科、消化器外科とも緊急症例が多く、働き方改革と両立するのは大変になって

きていますが、今後とも当院消化器病センターは、内科外科一丸となり、消化器疾患治療に

ついて全国のleading hospitalとしての役割を果たしていく必要があり、その遂行のため微力

ながらも貢献できればと思っています。

Gastroenterological Surgery

消化器外科はコチラから Click!

＜リンク先＞愛媛県立中央病院ホームページ

https://www.eph.pref.ehime.jp/epch/department/gastroenterological-surg/index.html
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小児科 主任部長 中野 直子

診療科紹介（小児科）

Pediatric

➌

当院小児科は、愛媛県で基幹病院としては最大かつ重要な役割を担っており、以下の5つの

目標を掲げて診療を提供しています。

一つ目は、医療連携の推進と専門性の確保です。

入院が必要な患者様や専門的な治療が必要と思われる患者様を多く紹介いただき、紹介して

いただいた先生方の満足できる診断、治療、結果を得るよう診療にあたりたいと考えています。

退院後は、積極的に逆紹介することで病診連携を図り、当院では、ますます高い専門性のある

医療を提供していきたいと考えています。また、コロナ禍で実施できていなかった、開業医の

先生方との紹介症例の検討会と勉強会を開催し、情報交換ができる場を持ちたいと思います。

二つ目は、救急の適正化です。

昨今の小児救急体制の問題は当科でも同様に抱えています。マンパワーが制限される中で、

医療の安全や質を担保した救急を構築していこうと考えています。その上で、高度･専門医療

に関して愛媛の小児医療の最後の砦となるべく、他院・他科の小児チームと連携して、役割を

十分に機能できるよう努力していきます。

三つ目は、療育の推進です。

当院はNICUを併設し、救急医療からもさまざまな療育を必要とするに至る子どもたちがいます。

そういった子どもたちの数は年々増加の一途を辿っています。この子どもたちをいかにうまく

療育につなげていくか、その仕組みを構築していこうと考えています。

四つ目は、子どもの虐待予防です。

子ども虐待は年々増えており、社会問題になっています。救急病院である当院は、被虐待児に

関わる可能性が十分あります。早期に他施設や多職種機関と連携を取り合いながら、子ども

たちやそのご家族をサポートし、子ども虐待予防に努めていきたいと考えています。

五つ目は、医学生や研修医教育です。

医学生は大学病院では研修できない疾患や実際の救急現場や病院診療を見学して、将来の

展望をさらに具体的に描くことができるようになる経験を提供します。また、当院で採用され

ている優秀な研修医が、小児科だけではなくそれぞれの専門分野を選択したのちでも、小児の

患者に対する最低必要で重要な違いを習得できて活かせるように指導を行い、小児にも優しい

医療従事者の育成に努めます。
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昨年度の実績は、小児科の入院患者数は727人であり、前年度よりも13％増加しています。

疾患別では、呼吸器・感染症が最多であり、その次が痙攣や神経疾患で、その次はCOVID-19

関連の入院でした。血液・腫瘍関連の治療も定数例継続しております。さらに当科では四国

では唯一の小児リウマチ専門医が従事しているため、膠原病や炎症性腸疾患といった有名だけど

極めて稀な疾患が愛媛県内はもちろんのこと県外からも紹介され集積するようになっています。

救急に関しては、ヘリ搬送も含め救急搬送された小児患者は外科疾患も併せて408人でその

うち小児科疾患は331人、三次救急患者は38人でした。三次救急は高度な先進医療が求められ、

県内の重症小児患者の対応に当科だけではなく他科と協力連携し、総力あげて努めています。

上記の目標を達成するために、小児科各領域の専門医（循環器、神経、血液・腫瘍、免疫、

アレルギー、内分泌・代謝）により構成される現在9名の常勤医で専門性の高い最先端の

医療を提供しています。

小児科はコチラから Click!

＜リンク先＞愛媛県立中央病院ホームページ

https://www.eph.pref.ehime.jp/epch/department/pediatrics/index.html


8月号掲載診療科

1 乳腺・内分泌外科 8 耳鼻咽喉科・頭頚部外科

2 放射線科 9 眼科

3 脳神経内科 10 歯科

4 脳神経外科 11 形成外科・顎顔面外科

5 循環器内科 12 皮膚科

6 心臓血管外科 13 漢方内科

7 整形外科 14 総合診療科

「県立中央病院をまるごと ご紹介します」をテーマに第127回医療連携懇話会を

6月14日（水）19時からANAクラウンプラザホテル松山にて開催いたしました。ご多忙の中、

院外参加81名の方にご参加賜り、院内参加者62名と合わせて計143名の賑やかな懇話会となり

ました。院外参加者は52名の医師と薬剤師、看護師、ソーシャルワーカーなど29名の医療

関係者でした。

愛媛県公営企業局管理者の挨拶に引きつづいて、県立中央病院29診療科の主任部長が前

もって作成したスライドを用いて診療科紹介を行いました。診療科も多く、1診療科2分半と

短めの持ち時間でしたが、コンパクトに練りこんで作った内容のスライドで、各診療科の診療

内容、特徴、アピールポイントがまとめられており、患者様をご紹介いただく際の参考になる

かと考えます。一部動画もあり楽しんでいただけたのではないかと思います。

各科の診療科紹介の後、全員が隣りの会場に移動して、意見交換会が開かれました。立食

パーティー形式での意見交換会でお互いの顔を合わせ、アルコールも入り、しばらく会え

なかった皆様と積もる話に時間を忘れるような楽しい会合になりました。

これまで多くの患者様をご紹介いただき、皆様のおかげでわが愛媛県立中央病院は多くの

患者様の診療にあたることができております。重ねて御礼申し上げます。これからも引き続き

当院をよろしくお願い申し上げます。

今回後半の15診療科のスライドを、ご紹介したいと思います。今後ご紹介の参考になればと

考えております。

RadiologyRadiology

➍

画像センター長／地域医療連携室 副室長 井上 武

第127回医療連携懇話会を終えて(後半)  

7月号

左表以外の
診療科はコチラ！

https://www.eph.pref.ehime.jp/epch/medical/asset/7no39-02.pdf


乳腺・内分泌外科 放射線科

県立中央病院 29診療科のご紹介（後半）



脳神経内科 脳神経外科



循環器内科 心臓血管外科



整形外科 耳鼻咽喉科・頭頚部外科

勢井洋史（せい ひろふみ）
2008年 愛媛大学医学部卒
耳鼻咽喉科専門医、専門研修指導医
専門：音声・嚥下、頭頸部癌

木村拓也（きむら たくや）
2014年 愛媛大学医学部卒
耳鼻咽喉科専門医、専門研修指導医
専門：耳科手術、鼻科手術

宮地祥多（みやじ しょうた）
2016年 愛媛大学医学部卒
耳鼻咽喉科専門医
専門：鼻科手術、扁桃手術

・日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会耳鼻咽喉科
専門医、耳鼻咽喉科専門研修指導医、代議
員、補聴器相談医

・日本耳科学会耳科手術指導医
・日本顔面神経学会顔面神経麻痺相談医
・厚生労働省臨床研修指導医

臨床耳科、鼻副鼻腔、頭頚部外科

ほん だ のぶみつ

主任部長

高木大樹（たかぎ だいき）
2004年 愛媛大学医学部卒
耳鼻咽喉科専門医、専門研修指導医
専門：聴覚、鼻副鼻腔手術

小川日出夫（おがわ ひでお）
2007年 愛媛大学医学部卒
耳鼻咽喉科専門医、専門研修指導医
専門：耳科手術

1992 年 愛媛大学医学部卒

本多伸光

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

耳科手術
鼓室形成術、鼓膜形成術、顔面神経減荷術、中耳手術など
鼻科手術
内視鏡下鼻副鼻腔手術（ナビゲーション手術を含む）、鼻中隔矯正術、鼻副鼻腔腫瘍摘出術など
口腔、咽頭手術
口蓋扁桃摘出術、アデノイド切除術、唾石摘出術など
喉頭・気管手術
顕微鏡下喉頭微細手術、緊急気管切開手術など
頸部疾患（悪性以外）
頸部膿瘍切開排膿手術、耳下腺・甲状腺良性腫瘍手術など
悪性腫瘍手術
鼻副鼻腔、舌、口腔、頬粘膜、咽頭（上、中、下）、喉頭悪性腫瘍の手術、頸部廓清手術など

耳鼻咽喉、頭頸部領域の地域基幹病院として、耳鼻咽喉の機能外科はもとよ
り重症、救命救急疾患に対しても対応し、患者さんや近隣の医療機関の信頼
を得ることができるような医療を目指しています。
頭頸部がん診療では手術治療、化学療法、放射線治療を適宜組み合わせて、
治療の充実に努めています。



眼 科 歯 科



形成外科・顎顔面外科 皮膚科



漢方内科 総合診療科



愛媛県立中央病院 地域医療連携室 <担当>箱岡・三好

TEL：089-947-1111（代）FAX：089-987-6271 E-mail：c-renkei@eph.pref.ehime.jp 

お問い合わせ

☞

動画配信
3つの

ポイント！

医療連携懇話会の
動画配信が半年間
ご覧いただけます！

次回9月号(No.40)は9月中旬頃刊行の
予定です。お楽しみに！

＜リンク先＞愛媛県立中央病院ホームページ

次回の医療連携懇話会のお知らせ

副院長 玉木 みずね

地域連携室便り

ソウシンコラム

メールのご登録で…

閲覧
無料

<現在閲覧できる項目>

・処方・注射・検体検査・病名・退院時サマリ
・画像（放射線、エコー、生理検査）

・循環器動画・放射線画像診断レポート

地域医療連携ネットワークサービス 媛さくらネット

（2021年11月1日以降の情報） （2022年3月1日以降の情報）

✨

✨🌃

✌

🎵

②

繰返し

再生！

③
３密
回避

①

お好きな

時間に

🌞

E-Mail： c-renkei@eph.pref.ehime.jp
ご意見

ご希望

＜件名＞メール登録（医療機関名）＜本文＞医療機関住所、電話番号

今後各種ご案内やお知らせ（医療連携懇話会案内・地域連携室便りなど）はメール配信を推奨させて

いただきたいと考えております。他、県立中央病院ホームページのタイムリーな更新情報も順次配信予定

です。メールでの配信を希望される医療機関様につきましては、お手数ですが、下記メールアドレスへ

医療機関名を記載し、送信をお願いいたします。

❻地域医療連携室からのお知らせ

お申込・詳細はコチラから Click!

第130回医療連携懇話会

※ 懇話会動画視聴のみご希望の方もご登録できます。ぜひお申し込みください。

患者さんの緊張を解く

（4月1日以降の情報）
日 時

座 長

演 者

お申込・詳細はコチラから Click!

産婦人科 主任部長 阿部恵美子

令和 5年 9月13日（水）19:00～20:00

＜リンク先＞愛媛県立中央病院ホームページ

❺「ソウシンコラム その9 」

『産婦人科 最近の話題』
産婦人科 部長 池田 朋子

『新生児領域における昨今の治療や検査、育児環境について』
新生児内科 部長 井上 博晴

『コロナ禍の母乳育児支援』

産科病棟助産師 勝村 しおり
『リトルベビーハンドブックを使用した退院支援』

新生児集中ケア認定看護師 谷 春香

例えば、HbA1c値が悪化しているので医師が患者さんに強めの指導をする、というような場面はよく

あると思います。私も何十年もそうしてきました。しかしそれでうまくいくことは案外少ない。そう

いう指導は患者さんに緊張と委縮を強いるだけなのかもしれない。そもそも医師が考えるよりずっと

患者さんは緊張していて、それを解くことの方が大切なのかもしれない。だんだんそう思うように

なりました。そのように気をつけると、患者さんとの関係が良くなって診療がスムーズになったと

感じます。目に見える数字が良くなるのではないけれど、生活や心身の安定化が得られる印象があり

ます。

そして、困難を抱えた患者さんであるほど、診察室のなかで緊張せず安らげるという事は、なに

にも増して治療的なのかもしれません。

周産期における最近の話題
～産まれる前も産まれたあとも、時代に負けないサポートを目指して～

https://www.eph.pref.ehime.jp/epch/medical/mc-section/himesakura.html
https://www.eph.pref.ehime.jp/epch/medical/mc-section/conference.html




愛媛県立中央病院 地域医療連携室 

【お申し込み方法】 

 

①メールからのお申し込み 

 

申し込み先メールアドレスへ、以下を記載し送信してください。 

 

<件名> メール登録（医療機関名）  

 

<本文> 医療機関住所・電話番号  

 

※動画視聴のみの希望の場合は「動画のみ」と記載をお願いします。 
 

申し込み先メールアドレス ： c-renkei@eph.pref.ehime.jp 
 

 
 
 

②この用紙でのお申し込み 

 

以下にご記入をお願いいたします。 
 

<医療機関名>                             
 

<医療機関住所>                             
 

<電 話 番 号>                  

 

   ※動画視聴のみ希望の場合はチェックをお願いします。  ☐ 動画のみ希望  

 

<メールアドレス>  

登録するメールアドレスのご記入、またはチェックをお願いします。 

 

             ＠           
 
 

    ☐ 今回の医療連携懇話会に申し込んだメールアドレスを登録します。 

 

 


